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( 1 ) 沖積平野軟弱

第 50号 (1984)

岡県

静岡地学

の

菊川流域@新野川流域

友金*口山

静岡県西部に沖積平野軟弱層の層序を明らかにするにあたり、地域的に便宜上国 1のように、東部、

中部、西部に 3区分した。今回は、その東部区域の菊)11流域及び新野)11流域に分布する遠州層(新称)

について報告する。又同時に菊川本流中~上流区域及びその支流の下小笠川区域に分布する砂擦層が、

その規模からみて、地下貯水池として有望らしいことが判明したので、これについても予測的な説明

を記す。太田)11流域にも更に規模の大きい砂探層の存在が明らかにされつつあるが、

本研究(2 )として報告する予定である O

地質断面図作製に使用したボーリング資料試日

ボーリング柱状図集(けからも引用したが、

(図 2) 0 断面図についても同課作製のもの(2)があるので、

にそって、臨 3'"""-'5kmの地帯に、断層を伴う埋没地溝帯(図 3) 
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とおりである O

その地点が川になるべく近く、

Kk 

きいものとした O

2，断面は、ボーリング地点を んだものでなく、川筋に投

したもので、川筋は便宜上誼線の集りになるよう成形した。従っ

て断面留には山の部分はなしユ。この点、文献(2)と異なる O

図4 菊)11本流ぞい地震断面国

2.地鷺断面図及

(A) 菊)1¥本流流域

菊川本流ぞいの地層構成状況は、 (図 4)に見られるように、下流部(図 4中①-②)、

中流部(②-③)、上流部(③-上流部)によってちがいがあり、表 1のように ることができる O

1 菊111本流流域軟弱震

間をはさ
上部 1--

下半部は粘性土で貝片混入。

中流

②一③
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物の時方を混入。

音E下流 部
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ことが多い。
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入。上流側の基底は砂一砂機。
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図5 下小笠川ぞい地質断面図

(C) 新野)11流域

(図 6)に見られるよう広、新野川流域の軟弱層は遠州層上部だけ確認されていて、海

岸性砂、砂磯の発達はいちじるしいが、基底擦層は部分的にしか存在しない。下流区域に理没地溝帯
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状の部分が存在するが、これが菊川下流のものと一連のものであるかどうかは現在の所明らかでない。

3.地下貯水池として有望な区域

最近、水資源の有効利用が社会的に大きな問題となって来たが、その有力な方法の lつとして、人

工かん養一地下貯水池方式がクローズアップされつつある?(5畑地下貯水池方式が地上貯水治方式に

比較して技術的に社会的に有利な点、はいくつもあるが、一方基本的に検討しなければならない点の多

いことも確かである O 地下貯水池は、空際の多い石灰岩や多孔質の火山岩であることもあるが、一般

的には沖積一洪積の砂層、砂操層とすることは明らかである O 地下貯水池を問題とするとき、その容

器としての砂諜層の存在の確認が先決である O その規模(厚さ、分布広さ、連続状況)について更に

調査を必要とするが、菊川中一上流区域と下小笠}f[流域には地下貯水池として有望な砂穣層の存在が

予想される(図 4及び図 5) 0 両者とも下流部が粘性土の中に尖滅していて、遮水壁(地下ダム)が不

必要である点、地下貯水池としてすこぶ、る有利である O 規模について未だ不確実な点が多いが、この

両者の貯水能力の試算を試みると表 3のようになる O

3 菊JI!中一上流と下小笠JII流域の砂磯麗の貯水能力

4.あとがき

菊川及び新野}fl流域の

(1) 大井川

域の遠チ1¥1層であって、

対比することができる O

(2) 砂擦層の分布は区域的に

①一②

奥野ダムの貯水能力は約500万m3

.3とする

について判明したことは次のとおりである O

と命名するが、菊)1 1及び新野JlI流域のものはその東部地

(巴)11層)と東京下町の軟弱層に対しては表 2のように

あって、これをまとめると、次のようになる O
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存在不明

(3) 砂礎窟については、厚さ、分布範菌、連続性につい

流流域と下小笠J!!流域は地下貯水池として有望なものと

る必要があるが、菊J1I 

される O
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(1) (1983) : 

(2) 向 (1982):地盤と

(3) 山口貴雄9 他 (1983): 

(4) 石崎勝義曹他 (1983): 

(5) 山崎不ニ夫雪他 (1981): 

(6) 地下水ハンドブック

中の第 1章。第 2意‘第 9
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の 静岡地学事註o.48雪 p1 ~ 7. 

と地下水か と基礎令 vol.31， no.丸

を考えるラ p132ヲ 188，231警
一日出版。

(1979) :地下水ハンドブック雪

(新しい地下水に関連する技術)中
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(広域的な地下水利用)
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